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１． 第３回災害対策等緊急事業推進費の概要 

災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が

発生した箇所等において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、

住民及び利用者の安全・安心の確保を図ることを目的とした経費です。 
 

 

 

平成２３年度 第３回災害対策等緊急事業推進費 実施計画一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
災害対策等緊急事業推進費の概要については、以下のホームページをご覧下さい。

http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/kokudokeikaku_tk4_000002.html 

 

 

事業主体名 施行地 事業費 国費

河川 補助 河川改修事業 新井田川水系新井田川 青森県 青森県八戸市諏訪一丁目 350 175

河川 補助 河川改修事業 馬淵川水系馬淵川 青森県 青森県三戸郡南部町大字沖田面 100 50

河川 補助 河川改修事業 北上川水系和賀川 岩手県 岩手県和賀郡西和賀町字若畑地先～字前郷地先 410 205

河川 補助 河川改修事業 子吉川水系鮎川 秋田県 秋田県由利本荘市東鮎川 220 110

道路 補助 道路更新防災等対策事業 一般国道338号佐井村長後地内 青森県 青森県下北郡佐井村大字長後地先 350 175

合計５件 1,430 715

［金額単位：百万円］

事業名種別



青森県

青森県八戸市諏訪一丁目

３５０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１７５

災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（新井田川水系新井田川）
ニイダガワスイケイニイダガワ

ハチノヘシ スワ イッチョウメ

施行地
八戸市

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧
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平成23年9月22日の台風15号に伴う豪雨により、新井田川において河

川護岸が欠壊する被害が発生した。被災した護岸は災害復旧事業で対
応するが、被災箇所に隣接する区間においても今後の豪雨により被災
する恐れがあることから、推進費を活用して緊急に護岸工等を整備する
ことにより、住民の安全を確保する。



青森県

青森県三戸郡南部町大字沖田面

１００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５０

災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（馬淵川水系馬淵川）
マベチカワスイケイマベチカワ

サンノヘグンナンブチョウオオアザオキタオモテ

施行地
南部町

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧

推進費延長 Ｌ＝１，６００m 
掘削工 Ｖ＝２２，０００m3

青
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鉄
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掘削工Ｖ＝２２，０００m3【縮尺1:5,000】
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災害復旧箇所

平成23年9月22日の台風15号に伴う豪雨により、馬淵川において氾濫

し民家が浸水する被害が発生した。被災した施設は災害復旧事業で対
応するが、今後の豪雨により再度氾濫する恐れがあることから、推進費
を活用して緊急に河道掘削を行うことにより、洪水時の河川水位を低減
し、住民の安全を確保する。



岩手県

岩手県和賀郡西和賀町字若畑地先～字前郷地先

４１０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２０５

災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（北上川水系和賀川）
キタカミガワスイケイワガガワ

ワガグンニシワガマチアザワカハタチサキ アザマエゴウチサキ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧

推進費計画区間 L=5,750m

北
上
川

和賀川

①
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③

標準断面箇所

災害復旧

浸水区域

北上川水系和賀川

①被災箇所

②被災箇所 ③改修計画箇所

河道掘削
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平成23年6月24日の豪雨により、和賀川が氾濫し民家が浸水する被害

が発生した。被災した護岸は災害復旧事業で対応するが、今後の豪雨
により再度氾濫する恐れがあることから、推進費を活用して緊急に河道
掘削及び堤防の嵩上げ等を行うことにより、住民の安全を確保する。
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秋田県

秋田県由利本荘市東鮎川

２２０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１１０

災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（子吉川水系鮎川）
コヨシガワスイケイアユカワ

ユリホンジョウシ ヒガシアユカワ

鮎川流域浸水状況（6月24日）

由利高原鉄道
至 矢島駅

国道108号
至 矢島・湯沢

至 本荘・秋田

鮎川

子吉川

至 羽後本荘駅

立井地集落
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①
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鮎川被災状況写真

破堤状況（6月24日）②

左岸堤防

右岸堤防 破堤
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① ②
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凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧

黒 施行完了箇所

子吉川水系
鮎川

秋田県
由利本荘市

子吉川水
系 鮎川

平成23年6月23日から24日の豪雨により、鮎川が氾濫し民家が浸水す

る被害が発生した。被災した堤防等は災害復旧事業で対応するが、今
後の豪雨により再度氾濫する恐れがあることから、推進費を活用して緊
急に河道掘削及び築堤等を行うことにより、住民の安全を確保する。
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平　面　図
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地すべり主測線（対策工標準断面）

②
撮
影
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①
撮
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平成22年2月から9月にかけて道路法面で地すべりが発生した。平成23
年1月より地すべり対策工を実施していたものの、平成23年8月から9月
の降雨により当該地区の地すべり範囲が拡大したことから、推進費を活
用して緊急にグランドアンカー工等の地すべり抑止対策を講じることによ
り、交通の安全を確保する。

青森県

青森県下北郡佐井村大字長後地先

３５０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１７５

災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般国道３３８号佐井村長後地内道路災害防除）
サイムラ チョウゴ

シモキタグン サイムラ オオアザチョウゴチサキ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

青森県
下北郡佐井村

被災集水井

今回のすべり範囲

移動方向

集水井復旧工

グランドアンカー工

抑止杭工

①事業計画区域全景 ②地すべり頭部 伸縮計と沈下状況

国道338号

最高水位

最低水位

抑止杭 工　 φ50 0- 3 0 (S M 5 7 0相 当)

グランドアンカー工　L=36.0m

1号 集水 井φ35 0 0 L = 2 5. 0 m

2号 集水 井φ35 0 0 L = 2 2. 5 m

既設アンカー

既設抑止杭

既設集水井
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